
== 行列式 ==

【はじめに】
○　行列は，その要素の個数だけの独立した要素から成り
たっており，次のように [　] や(　)で囲んで表します．

2行2列の
正方行列の例

4行3列の
行列の例

○　行列式は１つの数で，正方行列に対してだけ定義され，
正方行列でないときは行列式を考えません．

○　行列式の値は，次のように ｜ ｜や det( ) で囲んで表しま
す．（英語で行列式を表す用語：determinantの略）

○　【行列式の求め方 】　･･･余因子展開による計算

(1)　１次正方行列（1×１行列）の行列式はその数とする．

例 det(3)=3
※　１次正方行列については |3| の記号を使うと絶
対値記号と区別がつかないので注意

(2)　２次正方行列 の行列式は， ad−bc とする．

※2次の行列式の値は，高校でも習い，覚えておく
のが普通です

=ad−bc

例　 det =2·4−1·3=5

(3)　３次正方行列 の行列式は，次のように２次

正方行列の行列式で定義できる．

=a −d +g

例

=3(−20+12)−2(−16+6)+(−8+5)=−24+20−3=−7
※３次正方行列だけに適用できるサリュの方法もあるが，サ
リュの方法は他の行列には適用できないので，ここではふれな
い．

(4)　以下同様にしてｎ次正方行列の行列式は（ｎ-1）次正方行
列の行列式に展開したものによって帰納的に定義する．･･･（前
のものによって次のものを定義する．）

※　各成分 a に対して

(−1) a ×（その行と列を取り除いた行列の行列式）
を余因子という．

※　１つの列または１つの行についてすべての余因子を加えたも
のを余因子展開という．
　余因子展開は，計算し易い行または列に関して行えばよく，ど
の行・どの列について余因子展開しても結果は変わらないという
ことが知られている．

　たとえば，次の計算は，３次の行列式を第１列に関して余因子
展開したものです．

=3(−20+12)−2(−16+6)+(−8+5)=−24+20−3=−7

　同じ行列式で，第１行に関して余因子展開すると次のようにな
ります．

=3(−20+12)−4(−8+2)−(12−5)=−24+24−7=−7

【Excelで行列式を計算する方法】
　正方行列の各成分が整数や分数の数値である場合
は，Excelの関数MDETERM()を使って，行列式の値を計算する
ことができます．

=MDETERM(範囲)

例　例えば，次のように４×４行列の成分がA1:D4の範囲に書
きこまれているとき

A B C D E
1 1 2 3 -1
2 0 1 -2 5
3 2 3 0 2
4 -2 2 4 1
5

この行列式の値をセルE5に書きこみたければ，E5に
=MDETERM(A1:D4) と書き込めばよい．結果は50になります．

　このデータで結果を確かめるには，Excelに数値を転記する
必要はなく，Web画面上で範囲をドラッグ＆コピーしてか
ら，Excel上で単純にペーストする（貼り付ける）とよい．（以下
の問題も同様）
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　以下，正しい番号を選択してください．
　なお，Excelで検算するには，Web画面上で行列式
の範囲をドラッグ＆コピーしてから，Excel上に単純
ペーストし（貼り付け）てから，上記の関数
MDETERM()を使うとよい．

［問題１］

次の行列式の値を求めてください．

1 2
3 5

1 −1 2 0 3 1 4 11

［問題２］

次の行列式の値を求めてください．

2 3
-1 0

1 2 2 3 3 4 4 5

［問題３］

次の行列式の値を求めてください．

1 -1 3
0 1 2
-2 3 1

1 3 2 4 3 5 4 6

［問題４］

次の行列式の値を求めてください．

1 -2 5
2 3 -1
1 0 2

1 −2 2 −1 3 1 4 2

［問題５］

次の行列式の値を求めてください．

5 2 -1
4 1 0
3 -1 1

1 1 2 4 3 8 4 12

［問題６］

次の行列式の値を求めてください．

2 0 0
3 3 2
-4 1 1

1 2 2 4 3 8 4 16

［問題７］

次の行列式の値を求めてください．

2 1 3 2
1 0 4 0
3 2 0 2
-2 -1 1 3

1 2 2 4 3 6 4 8

［問題８］

次の行列式の値を求めてください．

3 1 2 5
-1 1 3 6
4 0 2 1
5 1 0 4

1 2 2 4 3 6 4 8




